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新たなビジネス創造を支援するNTTコミュニケーションズ 
アプリケーション＆コンテンツサービス部 
 

特集 特集 

ョンから特定の目的に特化したアプ

リケーションまで、幅広いサービス

を提供しています。従いまして、エ

ンドユーザーを意識したUI /UX

（ユーザインタフェース／ユーザエ

クスペリエンス）が極めて重要だと

考えており、その意味ではコンシュ

ーマ向けサービスの提供で培った

UI/UXのノウハウを企業向けにも

活かせるという強みがあります。

私どもの企業向けサービスには、

メールやストレージ、仮想デスクト

ップ、SNSなどがありますが、こ

れまでは主に単体のSaaSとして提

供してきました。2014年の取組み

では、エンドユーザーの視点に立っ

て、これらがシームレスに便利で安

全に利用できるSaaS群に進化させ

て提供していきたいと考えていま

す。ご存じのように、SaaS市場は

年間10％以上成長しており、IaaS

市場よりも成長が大きな市場です。

市場が成長しているということは、

オンプレミスからクラウドへの移行

ニーズが増大していることの現れ

で、特にSMB（中堅中小企業）市

場においてはこの傾向が顕著です。

私どもは、成長が見込めるSMB市

場もターゲットに、お客さま企業の

３つの変革（社会構造や産業構造の

変化に対応したビジネス環境の変

革、ワークスタイルの変革、マーケ

ティング手法の変革）を支援する

UI/UXに優れたSaaS群を、多くの

お客さまにグローバルにご利用いた

だくことを目指して参ります。

－個別アプリケーションの提供か

らの進化を含め、SMB市場を中心

としたSaaS展開の基本的な考え方

をお聞かせください。

菅原 クラウドとネットワークを一

体的に提供するNTT Comの“キャ

リアクラウド”の３つの特長を活か

した展開をしていきます。その特長

の１つは、ネットワークから

IaaS/PaaSまでグローバルにワンス

－A&C部さまは企業とコンシュ

ーマの両方をターゲットに、上位レ

イヤのサービスを展開されていま

す。はじめに、全社施策である「ビ

ジョン 2015」の実現に向けた企業

向けアプリケーションサービスの展

開状況からお聞かせください。

菅原 私どもA&C部では、NTT

Comならではのクラウド基盤とセ

キュリティ基盤を活用した企業向け

のアプリケーションサービスを創

出・展開しています。コンシューマ

向けにも「マイポケット」というパ

ーソナルクラウドサービスを提供し

ており、加入者はすでに150万を突

破しています。私どもの事業領域は

上位レイヤのサービスであるため、

実際に利用するのは IT部門などの

専門家ではなく、個人や企業の社員

などエンドユーザーです。経営の効

率化やエンドユーザーの働きやすい

環境の実現に貢献するアプリケーシ

「キャリアクラウド」を中心に、「ビジョン2015」の実現に向け企業とコンシューマの両
方の市場に対して上位レイヤの新しいアプリケーションやコンテンツサービスの創出・
展開に注力するNTTコミュニケーションズ（以下、NTT Com）のアプリケーション＆コ
ンテンツサービス部（以下、A&C部）。2014年の事業の柱と位置付ける企業向けサービ
ス戦略について、菅原英宗部長にうかがった。
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トップで提供でき、アプリケーショ

ンとのゲートウェイも有しているこ

と、２つ目はMSS（マネージドセ

キュリティサービス）基盤による強

固なセキュリティ、３つ目はスケー

ルアウトやDR（ディザスタリカバ

リー）の対応などフレキシビリティ

に優れている点です。こういった特

長を十分に活かして、お客さまへの

価値提供を図っていきたいと思いま

すが、具体的には２つのSaaS群に

注力していきます。１つ目は“コラ

ボレーションSaaS”です。メール

やタスク管理、スケジューラなどを

組み合わせて、企業内外の組織間の

コラボレーション利用に最適な機能

設計を行ったものです。２つ目は

“マーケティングSaaS”です。私ど

ものグループ企業であるNTTコム

オンライン・マーケティング・ソリ

ューションが提供している「モバイ

ルウェブ」（ O 2 O サービス）、

「Visionalist」（Webアクセス分析

ツール）や「BuzzFinder」（バス分

析ツール）等と私どもの「Bizメー

ル＆ウェブ」（企業のWebとメール

機能を具備したホスティングサービ

ス）を組み合わせて、企業の主要な

顧客接点を活用したマーケティング

を支援します。昨今、企業は顧客接

点をオムニチャネル（すべてのチャ

ネル）化して対応していくことが求

められておりますが、この動きに対

応したマーケティングが可能となる

よう最適化して参ります。

－“コラボレーションSaaS”の

主な特長は・・・・。

菅原 私どもが提供する“コラボレ

ーションSaaS”は、企業の働き方

の変革を支援するサービスです。こ

れは、①社員の業務を効率化しビジ

ネススピードを上げるよう、企業内

外の組織を巻き込めるコラボレーシ

ョン環境をマルチデバイスでセキュ

アに提供、② IT管理者の求めるセ

キュリティとエンドユーザーが求め

る利便性を合わせ持ったアクセスコ

ントロール、③自社SaaSアプリの

みならず他社SaaSなどを統合した

ID管理やSSO（シングルサインオ

ン）を特長として作り上げていくこ

とで、企業の働き方改革に寄与し、

社員が使い易く感じることができる

サービスに進化させていきます。

－SaaS展開にあたってのキーポ

イントは・・・・。

菅原 やはり、冒頭で述べたエンド

ユーザーを意識したUI/UXの向上

が重要です。そのために「Bizパス

ワード」「Bizモバイルコネクト」

「Bizデスクトップproエンタープラ

イズ」などの既存サービスの機能を

再構成するとともに、新たな技術要

素を追加していくことで３つのマネ

ジメント機能を実現します。① ID

マネジメント（認証、SSO）、②ア

プリケーションマネジメント（ポー

タル、権限管理）、③データマネジ

メント（SaaS間共有、ユーザー間

共有）のマネジメントで幅広い利用

に対応していくと同時に、セキュリ

ティと利便性のバランスをとった

UI/UXを提供していきます。これ

らのキーとなる技術的な要素は ID

とSaaSの“フェデレーション（認

証連携・統合管理）”です。私ども

は、自社SaaSに加えて、多くの利

用ユーザーを持つ他社SaaS、オン

プレミス上のアプリケーション等へ

の対応を含め、柔軟に構成でき、エ

ンドユーザーと IT管理者の両者に

とって利便性の高いオープンなフェ

デレーションを目指しています。

－最後に SaaSの展開方法を含

め、今後の抱負をお聞かせくださ

菅原 SaaSから「Cloudn」などの

IaaSまで幅広く販売できるマーケッ

トプレイスは米国で普及しつつあり

ます。2014年度の早いうちに、この

マーケットプレイスを日本で開始し、

アジアにも展開する準備を進めてい

ます。将来は、マーケットプレイス

と前述のフェデレーション機能を組

み合わせて、お客さまが購入から運

用までワンストップでシームレスに

利用できる環境を提供したいと考え

ています。私どもはお客さまのイノ

ベーションを加速する新しいサービ

スを創出・提供するチャレンジ集団

です。チャレンジ集団としてのスキ

ル・経験を積ませる人材育成に加え、

サービスの提供に不可欠な品質向上

への取組みにも注力していくことで、

“キャリアクラウド”の特長を活かし

たSaaS事業を確固たるものにしてい

きたいと考えております。

－本日は有難うございました。

（聞き手：特別編集委員　河西義人）
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SaaSフェデレーションで
UXを向上

マーケットプレイス+フェデレーシ
ョンでSaaS事業拡大を目指す

―“コラボレーションクラウド”の

主な特長は・・・・。

―SaaS展開にあたってのキーポイ

ントは・・・・。

―最後にSaaSの展開方法を含め、

今後の抱負をお聞かせください。

―本日は有難うございました。
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